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新エネルギー革命、脱炭素化社会への指南書！ 

『日本の電力改革・再エネ主力化をどう実現する 

   RE100とパリ協定対応で 2020年代を生き抜く』発行 

 インプレスグループで電子出版事業を手がける株式会社インプレス R&Dは、『日本の電力改革・再エネ主力化を

どう実現する RE100とパリ協定対応で 2020年代を生き抜く』（著者：山家 公雄）を発行いたします。 

『日本の電力改革・再エネ主力化をどう実現する RE100とパリ協定対応で2020年代を生き抜く』 
https://nextpublishing.jp/isbn/9784844378570 

著者：山家 公雄 
小売希望価格：電子書籍版 1400円（税別）／印刷書籍版 1800円（税別） 
電子書籍版フォーマット:EPUB3／Kindle Format8 
印刷書籍版仕様：B5判／カラー／本文 166ページ 
ISBN：978-4-8443-7857-0 
発行：インプレスR&D 

＜＜発行主旨・内容紹介＞＞ 

百年に一度のパラダイムシフトと言われるエネルギー変革期のなかで、EUをはじめとする先進国、世界は温室効

果ガスの排出ゼロ、再生可能エネルギーの主力化に転換しつつあります。SDGs、ESG投資、RE100、SBTiの浸透が

この動きを後押ししており、巨大石油・ガス会社の再エネ事業への業態転換も顕在化しています。この次世代の世

界の姿が、この数年徐々に明らかになってきました。 

日本もこの潮流に例外として存在することはできません。しかしその取り組みは欧米に大きく遅れています。この

「周回遅れ」の状況を取り戻すため、電力関連の政策を中心とした様々な改革が論議され、実施に移されようとして

います。 
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そのなかでも 2020 年は、特に節目の年です。発送電分離、FIT 見直し、電力市場の本格的な立ち上がり、洋上

風力実施地域の指定などが目白押しで、政府や公的機関で論議され、制度ができつつあります。 

しかし、エネルギー政策の憲法とも言える「エネルギー基本計画」は旧来からの既存枠組みと新たな流れのハイ

ブリッド状態のままです。そして政策論議も「日本独自のパッチワーク状態」、「旧来のシステムを捨てきれないもの」

になっています。そのなかで好走している分野もあれば迷走している分野もあります。 

本書は、世界で進む最新の動きを背景として紹介するとともに、現在の日本の電力・エネルギー関連で最重要な

トピックについて詳しく解説し、それらを通して 2020 年代に国家として、企業として勝ち残っていく道を探っていきま

す。 

（本書は、次世代出版メソッド「NextPublishing」を使用し、出版されています。） 

 

「第 2章 日本のエネルギー情勢 －2020年発動のパリ協定が再エネ主力化を迫る－」より 
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「第 5章 白熱する洋上風力開発 －地域指定競争は政策を動かすか－」より 
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【インプレスR&D】 https://nextpublishing.jp/ 

株式会社インプレスR&D（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：井芹昌信）は、デジタルファーストの次世代型
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印刷書籍の同時制作、プリント・オンデマンド（POD）による品切れ解消などの伝統的出版の課題を解決しています。
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これにより、伝統的出版では経済的に困難な多品種少部数の出版を可能にし、優秀な個人や組織が持つ多様な

知の流通を目指しています。 

 

【インプレスグループ】 https://www.impressholdings.com/ 

株式会社インプレスホールディングス（本社：東京都千代田区、代表取締役：唐島夏生、証券コード：東証 1部

9479）を持株会社とするメディアグループ。「IT」「音楽」「デザイン」「山岳・自然」「旅・鉄道」「学術・理工学」を主要テ

ーマに専門性の高いメデイア&サービスおよびソリューション事業を展開しています。さらに、コンテンツビジネスの

プラットフォーム開発・運営も手がけています。 
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